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「武蔵野市在宅医療・介護連携推進事業」も２年目を迎えました。組織や所属、職種の異なる医

療・介護関係者の連携を推進するため、(ア)から(ク)の８事業を実施することにより、2025年に向

けた環境整備に努めます。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

★人事異動により協議会委員の変更がありました 

氏名 職 任期 

山口 久美子 東京都多摩府中保健所 地域保健推進担当課長 ～平成 28 年 3 月 31 日 

日高 津多子 東京都多摩府中保健所 地域保健推進担当課長 平成 28 年 4 月 1 日～ 
 

平成 28年３月４日(金)に「平成 27年度第２回武蔵野市在宅医療・介護連携推進協議会」を開催

しました。27 年度の活動報告、28 年度の取組方針について田原会長の進行のもと協議しました。

４部会の活動については、各部会の部会長よりご報告いただきました。 

 

≪国の定める8事業と武蔵野市における平成27年度の取り組みと平成28年度の予定≫ 

国の定める事業項目 平成 27 年度の取り組み 平成 28 年度の取り組み（予定） 

ア 資源の把握 ・既存資料の活用と情報収集 ・医療・介護連携に必要な情報の抽出 

イ 課題抽出と対応策検討 ・協議会(年 2 回)と４部会の設置 
・事業項目(ア）(オ）について協議 

・４部会の活動を継続 

ウ 

切れ目のない在宅医療と

介護の提供体制の構築推

進 

・脳卒中セルフマネジメント支援モデル事業 

・多職種連携ツールとしての脳卒中地域連携パス

の試行 

・訪問看護とケアマネジャーとの連携強化 

・脳卒中地域連携パスを活用した多職種連携の推進 

・訪問看護とケアマネジャーとの連携強化 

・認知症初期集中支援チームの設置 

エ 情報共有の支援 
・関係者合同会議の開催 

・「市における ICT 連携のルール」を検討 
・ICT 進捗管理と課題抽出、対応策の検討 

オ 連携に関する相談支援 
・毎月 10 件程度の相談対応 

・(ア）～(ク）の関係事業への参加・協力 

・相談内容の分析と課題抽出 

・課題解決に向けた研修等の実施 

カ 関係者の研修 
・「脳卒中地域連携合同研修会」(113 名参加) 

・「多職種連携合同研修会」(79 名参加) 

・多職種連携に関するテーマ別研修 

・多職種合同研修会（グループワーク） 

キ 普及啓発 
・ リーフレット作成 

・ケアリンピック武蔵野 2015  

・在宅療養ガイドブック（仮称）の作成 

・ケアリンピック武蔵野・シンポジウムの開催 

ク 関係市区町村の連携 
・北多摩南部脳卒中ネットワーク研究会 

・三鷹武蔵野認知症連携を考える会 

・リハビリテーション実施機関名簿の WEB 化 

・既存のネットワークの強化 

武蔵野市在宅医療・介護連携推進協議会通信 
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【４部会について】 

27年度の各部会は、「入退院時支援部会」が３回、「多職種連携推進・研修部会」が２回、「普及啓発部

会」が７回、ＩＣＴについては、部会設置前の準備会、関係者会議と部会１回の計３回を開催しました。 

部会によって開催回数は異なりますが、多職種の情報交換や、貴重な協議の場となっています。 

また、部会委員は、所属する各事業者連絡会や幹事会等で、各部会の報告をして頂いており、そ

のことにより、多くの関係者と情報共有が可能となっています。 

 

 

  

武蔵野市医師会で進めているＩＣＴ連携については、「ＩＣＴ連携部会」にて、下記のとおり、武蔵野

市のＩＣＴ連携ルールを検討し、決定しました。今後も、多職種連携ツールとしての効果的なＩＣＴ活

用について協議していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＣＳ登録メンバー数 … 304 名（平成 28 年６月 23 日現在） 

職種 登録者数 職種 登録者数 

医師 58 訪問介護 33 

歯科医師 19 在宅介護支援センター 12 

薬剤師 36 地域包括支援センター ２ 

訪問看護・訪問リハビリ 53 行政 ６ 

介護支援専門員 70 その他 15 

武蔵野市におけるＩＣＴ連携のルール 

 

 

 

１．武蔵野市におけるＩＣＴ連携は、在宅医療と介護連携を推進するための「連携ツールのひとつ」

であることを共通認識とする。 

２．ＭＣＳにおいて被支援者（患者）グループを作る際は、主治医が支援関係者（連携メンバー）を「招

待」し、被支援者（患者）本人及び家族の「同意」は主治医がとる。 

３．被支援者（患者）情報は、被支援者（患者）の尊厳を守るとともに、本人及び家族が同意した支

援関係者（連携メンバー）内の共有とする。被支援者（患者）の支援について、治療方針に関す

ることは主治医に、ケアプランに関することは介護支援専門員に確認する。 

４．武蔵野市全ユーザーグループにおいては、個別支援方針に関する情報共有は原則として行わない。 

５．ＩＣＴ連携は、24 時間 365 日支援関係者を拘束したり、即時対応を求めたりするものではない。 

６．急変時や緊急連絡には、原則として電話等で直接連絡することとし、ＭＣＳは使用しない。 

７．利用にあたっては「ＭＣＳ運用ポリシー（武蔵野市医師会版）」のほか、個人情報保護など各事

業所が定めるルールがあればそれを尊重する。 

８．職種による視点の違いや役割の違いを相互に理解し、多職種連携を推進する。 

 

武蔵野市におけるＩＣＴ連携のルール 
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「病気になったらどうするの？介護が必要になったらどうするの？」 

平成 27年度の普及・啓発部会では、26年度の「武蔵野市地域医療の在り方検討委員会」の報告

書に基づき、初期救急医療体制と医療機関の機能分化、「かかりつけ」を持つことの重要性、多職

種連携による在宅療養支援を周知するリーフレットを作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作成にあたっての基本的な考え方】 

 ○2025 年に向けた医療・介護の課題について周知する。 

 （病院の機能分化、在宅医療への流れ、医療と介護の連携推進） 

 ○武蔵野市医師会が開始した休日初期救急の取り組みを紹介する。 

 ○かかりつけ（医師・歯科医師・薬剤師）の重要性を周知する。 

 ○在宅療養生活を多職種で支援することを周知する。 

 ○高齢者の他、親の介護を考える年代（40～50 歳代）にも情報提供する。 

 ○キャラクターの使用とストーリー仕立ての情報発信でわかりやすい内容とする。 
 

★市ホームページにて公開中です  http://www.city.musashino.lg.jp/kaigohoken/zaitakuiryo/021940.html 

普及・啓発部会…リーフレットが完成しました。 

 

主に、市内医療機関（医

科・歯科・薬局）の他、

協議会参加団体が実施

する市民向け講座・事

業等で配布していま

す。 

http://www.city.musashino.lg.jp/kaigohoken/zaitakuiryo/021940.html
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 平成 27年７月、医療機関や介護関係者の各種サービスに関する相談窓口として、武蔵野市医師

会に設置した「武蔵野市在宅医療介護連携支援室」の相談実績について報告します。 

27年度の相談実績は平成 27年４月～28年３月（27年４～６月は準備室）で 121件。内容の半数

は在宅療養に関する相談で、相談者の約７割はケアマネジャーでした。在宅療養相談の内訳は、１

番多かったものが「かかりつけ医に関する相談」、２番目が「医療と介護連携に関するもの」、３・

４番目は「訪問診療」「往診」に関するものでした。 

28年度は相談内容の分析と課題解決に向けた検討を行う予定です。2025年に向けて、どんな相

談・調整機能が必要となるのか、今後も協議会等で検討していきます。 
 

相談件数（平成 27年 4月～平成 28年 3月） 121 

相談内容 

在宅療養 
※在宅療養調整 65 

入院入所調整 9 

退院支援 
在宅療養調整 1 

転院支援 4 

その他 42 

相談者 

医療機関 18 

訪問看護 6 

ケアマネ 51 

地域包括（在支） 29 

その他 17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

トピックス 
 
平成 28年６月 21日、高齢者総合センターで行われた「第１回地域

包括・在宅介護支援センター研修会」において、在宅医療介護支援室

の活動実績の報告が行われました。研修会には、市内６カ所の地域包

括・在宅介護支援センター職員と市役所にある基幹型の地域包括支援

センター職員約 40名が参加し、実績報告後、「支援室の相談事例を通

して、地域包括・在宅介護支援センター相談業務（役割）を考える」

をテーマにグループワークを行い、支援室の活用方法について検討し

ました。 

在宅医療介護連携支援室 

【事務局】武蔵野市健康福祉部地域支援課（在宅医療・介護連携担当） 勝又・齋藤 

〒180-8777 武蔵野市緑町２－２－28 電話番号 0422-60-1941（直通）FAX 0422-51-9218 

メールアドレス SEC-CHIIKI@city.musashino.lg.jp 
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▲相談電話を受ける支援室の石井さん 

▲グループワークの様子 


